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　　　　　　　貴志川，有田Ji| 流域の民家に関する研究（第1報）

　　　　　　　　　　海草郡，有田郡を中心として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山信愛女短大　千森　督子

目的　和歌山の民家でも紀ノ川流域に関しては，すでに近畿支部で発表しているが

報では小規模で古い形式を残し，似た様相を示していると指摘されている貴志川，有田

流域の民家を取り上げ考察する．

. 方法　貴志川流域では海草郡美里町を，■有田川流域では有田郡金屋町を中心に比較的

年代の古い農家住宅を抽出し，昭和62年に実測調査と聞き取り調査を実施した。

　なお間取り形式では「和歌山県の民家」で取り上げられている事例をも含め考察した。

3 .結果　両地域とも平野が少なく，集落の多くは山肌に沿うように構成されている。そ

のため各家の敷地は奥行が浅く，納屋や離れ等の付属屋が多く，主屋の両側に並列して配

置されている。

　主屋の大半は平入り形式であるが，敷地条件から必ずしも南入りではない。座敷などの

拡張は少なく，一般的に家屋規模は小さい。間取り形式としては，年代の新しいものでは

土間境食違い四関取や整形四関取が多くｰなるが，古いものには前広間三間取型もみられる。

この場合，表は「デイ」「デエ」と呼ばれている10畳ほどの座敷で，裏は私的空間の「な

んど」「おくなんど」である。貴志川流域では, さらに土間側に「だいどころ」が張り出

す形態がみられる。「だいどころ」は土間境に建具がない開放的な造りで，居間や食事室

として使われている。

　　引用文献　和歌山県教育委員会　和歌山県の民家　1969

E 6 関東大震災以前の横浜市営住宅における「普通住宅」について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本女大家政　水沼淑子

且ＪＩＬ宣_よび方法　関東大震災以前に横浜市は市営住宅として共同住宅館４棟と普通住宅５

ヶ所を建設している。既に、共同住宅館については建設の経緯・建物の概要などを報告b'?

普通住宅については敷地・建設の経過･ 建設戸数などを報告し辺　本稿は普通住宅の間取

りや内部の様相について、横浜市建築課の課長であり市営住宅の設計に直接携わった山田

七五郎の『横浜市営住宅に就いて』と題する報告（r 建築雑誌」大正11年４月号）、およ

び「横浜市事務報告書」などの行政資料により、その特質を明らかにするものである。

結果　普通住宅の種類は甲一号（階下6／3／2、階上6／2）、甲二号（階下6／6、階上6／6）、乙一号

（8／4／3）, 乙二号（８／３／３）、丙号（8／6／4,5）、丁号（6／4／2）、戊号（８／６／６／２）、巳号（８／６／３）の

８種あり（括弧内の数字は間取りを示し、6／2は「６畳と２畳」を表す）、規模は９、25坪か

ら19坪に及ぶ。山田は上記の報告で、普通住宅の設計上留意した点として、畳以外にコル

ク敷､の床を用いたこと、開口部として紙張り障子・雨戸を廃しガラス戸を採用したこと、

台所は立式とし、流し・ガス台・調理台・網戸付き戸棚を備えたこと、上下別世帯が使用

する住戸においても台所・便所は別に設け独立性を確保したこと、敷地の方角により居間

を｡南面させるよう配慮したこと、規模の大きい住宅では接客重視の考えを改め客間を北側

に配したことなどを挙げている。これらの留意点には当時の住宅改良運動の中で重視され

ていたことが見いだされ、横浜市の市営住宅の性格を考察する上で注目される。
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